
博士前期課程／口腔保健学専攻／修士（口腔保健学） 

口腔保健学専攻では，長寿福祉口腔保健学の分野で活躍できる人材の育成を目指しています。

口腔保健に関する専門的知識・技能および科学的探究心に加え，豊かな人間性や倫理観を身に

つけた次世代の歯科衛生士教育を担う教育研究者，または健康長寿社会の実現に貢献する高

度専門職業人を養成するため，課題に対して自ら進んで取り組む主体性や社会での協働性をも

った次のような人材を求めています。 

●求める人物像

（知識・技能、関心・意欲） 

• 学士で得た基本的な教養，専門科目の基礎学力およびコミュニケーション能力を有し，口腔保健

学への深い関心をもって教育・研究分野での活躍を目指す人

（思考力・判断力・表現力等の能力） 

• 保健・医療・福祉分野に従事する専門家に求められる思考力・判断力に加え，生命の尊厳を尊重

し，豊かな人間性の醸成を目指す人

（主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度） 

• 保健・医療・福祉の現場において，指導的役割を果たす意欲をもつ高度専門職業人として多職種

と協働し貢献しようとする人

●入学者選抜の基本方針

一般入試 

学力試験の「専門科目」では，人体と口腔の構造と機能，歯・口腔の健康と予防に関わる人間の

社会の仕組み，臨床歯科医学，歯科予防処置，歯科保健指導など口腔保健学に関する「知識・

技能」「思考力・判断力」を，また「英語」では口腔保健学全般にわたる英文情報に関する「知識・

教養」「思考力・判断力」を評価します。 

面接では，専門知識についての試問試験を含め，口腔保健学への「関心・意欲」「表現力」「態度・

協働性」を総合的に評価します。 

外国人留学生特別入試 

英語での学習を希望する外国人に向け，筆記試験（専門科目・語学）と面接を英語によって実施

します。評価の基準は一般入試と同じです。 
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